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本
の
装
丁
や
ポ
ス
タ
ー
、
映
画
な
ど
多
彩
な
分
野
で
活
躍
し
た
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
和

田
誠
さ
ん
(
土
9
3
6
～
2
0
土
9
年
)
の
業
績
を
た
ど
る
「
和
田
誠
展
」
が
、
岡
山
市
北
区

天
神
町
の
県
立
美
術
館
で
開
か
れ
て
い
る
。
 
"
和
田
番
"
 
の
編
集
者
と
し
て
2
0
年
以
上
仕

事
を
共
に
し
、
本
展
の
企
画
と
監
修
を
担
当
し
た
吉
田
宏
子
さ
ん
(
5
5
)
=
倉
敷
市
出
身
=

に
、
展
示
の
見
ど
こ
ろ
や
和
田
さ
ん
と
の
思
い
出
を
聞
い
た
。
(
船
越
元
洋
)

『

ア
ー
篇

『

2009

Art $ Culture文化

岡
山
県
立
美
術
館
で
「
和
田
誠
展
」

「挑戦」「新境地」愛した生涯

第3種郵便物認可

企
画
・
監
修
の
吉
田
さ
ん
に
聞
く

吉
田
さ
ん
は
ア
ー
ト
系
出
版
社
「
膨
田
鴫
ブ
ッ
ク
ス
」

(
東
京
)
で
さ
ま
ざ
ま
な
本
づ
く
り
に
関
わ
る
と
と
も
に
、

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
編
集
者
と
し
て
活
躍
す
る
。
和
田
さ
ん

と
の
出
会
い
は
土
9
9
4
年
、
雑
誌
「
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
」
編
集
部
時
代
。
一
「
第
一
印
象
は
"
早
い
人
"
。
決

断
が
速
い
、
行
動
が
早
い
、
仕
事
が
早
い
。
新
し
い
も
の

へ
の
ア
ン
テ
ナ
も
高
く
、
常
に
動
い
て
周
り
が
追
巨
つ
け

な
い
ほ
ど
だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

和
田
さ
ん
は
生
前
か
ら
多
く
の
個
展
を
開
い
た
が
、
ポ

ス
タ
ー
や
絵
本
な
ど
、
特
定
の
側
面
し
か
取
り
上
げ
て
こ

な
か
っ
た
。
「
『
知
の
巨
人
』
な
ら
ぬ
『
カ
ル
チ
ャ
ー
全

般
の
巨
人
』
。
偉
大
な
作
家
は
多
い
が
、
こ
こ
ま
で
ジ
ャ

ン
ル
が
巨
大
過
ぎ
る
人
は
い
な
い
。
そ
の
全
貌
に
迫
る
こ

と
が
必
要
」
と
今
回
の
企
匪
に
取
り
組
ん
だ
。

展
示
の
目
玉
は
「
年
表
柱
」
。
毎
年
の
よ
う
に
特
筆
す

べ
き
仕
事
が
あ
る
た
め
、
そ
の
全
て
を
時
系
列
ご
と
に
た

ど
り
、
仕
事
の
幅
広
さ
と
画
風
の
変
遷
が
体
感
で
き
る
よ

う
工
夫
し
た
。
「
常
に
仕
事
と
新
し
い
体
験
に
前
向
き
だ

幅広さ、画風変遷体感を

噌

「
会
場
を
巡
る
と
、
和
田
さ
ん
の
新
た
な
一
面
に
出
合
え

る
は
ず
」
と
話
す
吉
田
さ
ん

3
5
周
年
迎
え
た
岡
山
県
立
美
術
館

情熱と愛情満ちた仕事

2
0
1
一
曲

L 」
生涯の仕事を時系列で追った「年表柱」は、和田
さんの膨大な業績が体感できる (中酉泓之撮影)

っ
た
和
田
さ
ん
が
嫌
っ
た
の
は
消
極
的
な
姿
勢
。
ア
イ
デ

ア
を
出
し
て
ト
ラ
イ
す
る
前
に
、
無
理
だ
と
か
前
例
が
な

い
と
言
わ
れ
る
と
不
機
嫌
に
」
。
挑
戦
と
新
境
地
を
愛
し

た
生
き
方
が
伝
わ
る
展
示
を
目
指
し
た
。

2
0
土
0
年
、
普
段
公
開
さ
れ
な
い
制
作
現
場
を
撮
影

す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
「
た
だ
い
ま
制
作
中
」
 
(
3
4
分
)

と
題
し
た
映
像
作
品
に
な
り
、
今
回
も
会
場
で
上
映
し
て

い
る
。
紙
や
キ
ャ
ン
パ
ス
の
向
き
を
く
る
く
る
変
え
て
描

く
姿
に
「
頭
の
中
に
確
た
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
そ
の
出

力
に
迷
い
寮
な
い
。
手
の
速
さ
と
迷
い
の
な
さ
が
見
て
取

れ
る
貴
重
な
資
料
」
と
い
う
。

乳
た
和
田
さ
ん
の
装
丁
の
特
徴
に
、
読
み
や
す
く
親
近

惑
の
わ
く
「
和
田
文
字
」
が
あ
る
。
映
画
の
タ
イ
ト
ル
バ

ッ
ク
な
ど
を
参
考
に
、
漫
画
チ
ッ
ク
な
独
特
の
字
体
を
生

み
出
し
て
お
り
、
そ
の
手
書
き
原
稿
も
見
ど
こ
ろ
だ
。

吉
田
さ
ん
が
共
に
仕
事
を
す
る
中
で
、
特
に
圧
倒
さ
れ

た
の
は
集
中
力
。
「
朝
は
ゆ
っ
く
り
4
0
分
か
け
て
事
務
所
ま

で
歩
き
、
午
前
且
時
ご
ろ
に
仕
事
を
始
め
て
夕
方
に
は
終

わ
る
。
残
業
は
な
し
。
徹
夜
な
ど
無
理
は
し
な
い
。
あ
れ

だ
け
の
仕
事
を
抱
え
て
も
、
時
間
を
定
め
、
き
っ
ち
り
仕

上
げ
る
姿
に
驚
か
さ
れ
た
」
。
友
人
と
過
ご
し
た
り
、
試
写

会
を
見
た
り
、
オ
フ
の
時
間
を
と
で
も
大
切
に
し
た
和
田

さ
ん
は
、
人
よ
り
ず
っ
と
濃
い
密
度
で
生
き
て
い
る
よ
う

だ
っ
た
。

「
大
御
所
な
の
に
ど
ん
な
仕
事
も
手
を
抜
か
ず
、
情
熱

と
愛
情
に
満
ち
て
い
た
。
だ
か
ら
作
品
に
は
、
じ
ん
わ
り

そ
ば
に
寄
り
そ
う
よ
う
な
優
し
さ
が
あ
る
。
多
く
の
人
が

来
場
し
、
和
田
作
品
の
奥
深
さ
に
触
れ
て
ほ
し
い
。
こ
れ

ま
で
知
ら
な
か
っ
た
一
面
に
出
合
う
は
ず
」
と
話
し
た
。

「
和
田
誠
展
」
は
5
月
7
日
ま
で
。
同
土
日
を
除
く
月

曜
休
館
。
山
陽
新
聞
社
な
ど
主
催
。

F
L

分水、らせん状に深く掘り下げた

井戸など、先人の知恵と工夫が詰
まった約40の「ドボク」を取り上

げている。いずれも日常生活の場
に近く、実際に見に行けるのが棄

しい。

(技術評論社・2420円)

介してきた雑誌連載の記事などを

一冊にまとめた。

王冠のような形の配水塔、山の

暮らしに溶け込む屋根付き太鼓

橋、 「水争い」を丸く収めた円筒

「かわいい土木見つけ旅」 三上美絵著

古くて小さくて、人々に愛され、

大切にされている土木構造物を
「ドボかわいい !」と土木ライタ

一の著者は言う。全国を旅して出

合った橋やダム、水路の魅力を紹1.

「
か
わ
い
い
土
木
見
つ
け
旅
」

よ
り
。
遠
く
か
ら
は
王
冠
の
よ

う
に
見
え
る
駒
沢
給
水
所
の
配

水
塔
=
東
京
都
世
田
谷
区

も
の
で
「
年
輪
を
重
ね
て
巨
木
に
育
っ
て

ほ
し
い
と
願
い
を
込
め
た
」
と
い
う
。

地
域
へ
根
張
る
巨
樹
に
育
て

岡
山
県
立
美
術
館
 
(
岡
山
市
北
区
天
神

埋
め
た
約
土
8
0
人
の
聴
衆
が
和
む
。
続
け

町
)
が
開
館
3
5
周
年
を
迎
え
た
3
月
下
旬
、

て
同
じ
曲
を
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
当
真
伊
都
子
さ

記
念
の
コ
ン
サ
ー
ト
「
県
美
フ
ァ
ン
に
贈

ん
(
倉
敷
市
)
 
と
ビ
オ
ラ
奏
者
島
田
玲
さ
ん

る
小
さ
な
感
謝
祭
」
を
開
い
梵
U
A
Ⅱ
九
J
(
岡
山
市
)
が
ア
レ
ン
ジ
演
奏
。
軽
や
か
な

で
寄
せ
ら
れ
た
同
館
を
イ
メ
ー

を
、
岡
山
ゆ
か
り
の
音
楽
家
に
奏
で
て
も

」
の
弾
む
気
持
ち
が
重
な
っ
た
。

-
〆
ロ
デ
ィ
ー
に
、
美
術
館
へ
足
を
運
ぶ
と
き

ら
う
試
み
か
ら
、
今
後
も
多
彩
な
芸
術
や

昨
年
末
か
ら
の
公
募
に
は
、
県
内
外
か
ら

人
が
集
う
場
と
し
て
歩
み
た
い
ー
と
い
う
『
/
目
酪
3
曲
の
応
募
が
あ
り
、
感
謝
祭
で
は
國
弘
さ

県
美
の
思
い
が
伝
わ
っ
た
:

ん
の
歌
を
合
む
2
曲
を
演
奏
し
た
。
も
う
土

;
「
み
ん
な
も
つ
く
ろ
う
県
立
美
術
館

瞭
r
曲
の
作
者
は
、
静
岡
市
の
大
学
講
師
山
本
学

県
立
美
術
館
は
い
い
な
イ
ェ
イ
」
。
岡

さ
ん
(
4
3
)
。
ビ
オ
ラ
と
ピ
ア
ノ
の
重
奏
に
よ

山
市
立
石
井
小
2
年
國
弘
瑞
穂
さ
ん
(
8
)

る
伸
び
や
か
な
旋
律
は
、
木
々
に
も
見
え
る

の
か
わ
い
ら
し
い
歌
声
に
2
階
ホ
ー
ル
を

美
術
館
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に
着
想
を
得
た

」

岡山県立美術館をテーマに公募した曲を演奏
す る 当 真 さ ん ( 左 か ら 2 人 目 ) と 島 田 さ ん

土
9
8
8
年
3
月
拐
日
に
開
館
し
た
県
立

美
術
館
は
、
岡
山
ゆ
か
り
の
美
術
を
収
集
・

展
示
す
る
一
方
で
、
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
、
中

庭
や
展
示
室
も
県
民
ら
の
発
表
の
湯
と
し
て

提
供
し
て
き
た
。
「
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
表

現
を
受
け
止
め
て
く
れ
る
場
所
で
親
し
み
を

持
て
る
」
と
当
真
さ
ん
は
話
す
。

最
近
で
は
、
学
芸
員
が
美
術
へ
の
愛
を
ぶ

つ
け
合
う
ラ
ッ
プ
バ
ト
ル
が
話
題
と
な
っ

た
。
5
月
に
は
年
々
充
実
す
る
所
蔵
品
を
、

交
流
と
継
承
を
テ
ー
マ
に
紹
介
す
る
部
局
年

展
を
企
画
す
る
。
あ
い
さ
つ
で
守
安
吹
館
長

は
「
過
去
か
ら
現
在
、
未
来
へ
と
続
く
歴
史

を
縦
軸
に
、
美
術
、
音
楽
な
ど
多
様
な
芸
術

を
横
軸
に
、
芸
術
の
結
節
点
と
し
て
活
動
し

て
い
き
た
い
」
と
語
っ
た
。
そ
う
す
れ
ば
き

っ
と
、
地
域
に
ど
っ
し
り
根
を
張
っ
た
巨
樹

に
育
つ
に
違
い
な
い
。
(
平
松
隆
)


